
第 38 回 Clayteamセミナー 

次 代を担う研 究 者 つなが れ ! 
日時   2020 年 11 月 20 日 ( 金 )13:00 ～ 17:30  

形態   Microsoft Teamsによるフル リ モー ト 開催 

主催   産業技術総合研究所  化学プロセス研究部門  Clayteam  

今年に入り 、教育 ・ 研究 ・ 生産 ・ 消費のあらゆる分野で新しい標準形が模索され激変期を迎えていま

す 。 このよ うな時期だからこそ材料やものづ く りについても 、通信技術を積極的に取り入れてい く新

しいスタ イルが求められているのではないでし ょ うか 。第 38 回Clayteam セ ミ ナーは リ モー ト 会議シ

ステムを使っ て全国の ” 今が旬 ” の若手研究者に最新の材料関連研究のお話し を していただき ます 。  

 

[ プログラム ] （ 敬称略 ）   

  

13:00-13:10  第 38 回 Clayteamセ ミ ナー開会挨拶   

【 座長 】  相澤  崇史 （ 産総研 ）     

13:10-13:50   「 ゼオ ラ イ ト の分子ふるい機能を利用した高耐久分離膜の開発 」  

        ◆長谷川  泰久  産業技術総合研究所  化学プロセス研究部門   

          ナ ノ空間設計グループ  グループ長   

 

13:50-14:30   「 層状複水酸化物の合成とその機能性材料への応用 」  

        ◆森本  和也  産業技術総合研究所  地質調査総合センター   

地圏資源環境研究部門主任研究員 

 

14:30-15:10   「 ナ ノ シー ト の光マニピ ュ レ ーシ ョ ン 」  

        ◆鈴木  康孝  山口大学  大学院創成科学研究科  准教授 

 

15:10-15:25   休憩 

【 座長 】  長谷川  泰久 （ 産総研 ）  

15:25-16:05   「 高感度近赤外分光技術による非破壊測定 」  

        ◆渡部  愛理  産総研 ・ 東北大数理先端材料モデ リ ング  

         オープン イ ノベーシ ョ ンラボラ ト リ (MathAM-OIL)  研究員 

 

16:05-16:45   「 粘土を用いた傷つけられても元に戻る透明で曇らない膜の開発 」  

        ◆佐藤  知哉  産業技術総合研究所  極限機能材料研究部門   

         材料表界面グループ  研究員 

 

16:45-17:25   「 高活性な光触媒の設計に向けた層状チタン酸塩の構造 /形態制御 」  

        ◆齊藤  寛治  秋田大学大学院  理工学研究科  物質科学専攻 

         応用化学コース  特任助教 

 

 

17:25-17:30   閉会挨拶   

  

 

 


